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．はじめに
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は

し

う

擾

藤井・光田（ ）によると

各気象官署開設以来観測され

た頻度の地理的分布を示した

ち、９回は台風通過時に発現

乱について調べることする。

、西日本における強風は、主

た日最大平均風速（ 分間平

ものである。これによると、

している。本稿では、京都市

として台風通過時に発現して

均）上位 位のうちで台風通

京都においては、上位 位ま

における強風と大雨の起因と

いる。図１

過時に発現

での強風の

なった気象

起

．京都地方

および年

京都地方気象台開設以来記録

因となった気象擾乱を調べ、

気象台開設以来観測された

最大瞬間風速の起因となっ

された日最大風速と日最大瞬

表１および表２に示す。

上位 位の最大風速

た気象擾乱

間風速の上位 位までについて、発現の
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図１

日最大風速につ

べているが、ここ

は上位 位までの

気象官署開設以来 年まで
台風に伴って発現した頻度の

いては、藤井・光田（ ）

では、その後 年間の資料を

日最大風速は観測されていな

に観測された日最大風速上位
分布（藤井・光田、 ）

が気象台開設以来 年まで

追加して調べた。その結果、

い。したがって、５位の大陸

位のうち、

の観測資料に基づいて調

新しく追加した 年間に

旋風（温帯低気圧）を除

いて９件が台風に

表２に示した日

したものである。

ある。また、低気

地方を通過した台

圧による強風につ

よるものであり、最大は

最大瞬間風速について、４位

その最大値は、最大風速と同

圧による第４位の値は 年

風 号による日最大瞬間風

いては次節において説明する

年の室戸台風通過のさいに観

の低気圧によるものを除いて

じく 年の室戸台風通過の

２月８日に発現したもので、

速（これは第５位）を上回る

。

測されたものである。

９件が台風通過時に発現

さいに観測されたもので

この年の９月 日に近畿

ものであった。この低気

年から

最大風速（ 分間

．強風と大雨の年最

年までの 年間において、京

平均風速）、最大瞬間風速、

大値の起因となった気象擾

都地方気象台（以下「京都市

日降水量、１時間降水量、

乱

」と略す）で観測された

分間降水量の年最大値を
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気

ら

象庁ホームページ（

した気象擾乱について、天気

）

図に基づき台風と台風以外の

電子閲覧室から引用し、その

擾乱（非台風）に分けて、そ

発現をもた

の割合を調

表１

順位

京都地方気象台
間 年 月
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風速（
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） 風

２位

３位

北

南

以来
年１

向

観測された日最
月）、気象現象以
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南 年９月

大風速の
外の資
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日
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年９月
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３日
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表３ 最

風
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速
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べ

京都市

た。

この判定には、次の資料掲載

における強風と大雨の起因となる

の地上天気図（ 時）に基づ

気象擾乱について

いた。なお、最大瞬間風速は 年から

年までの 年間の統計であ

年の地上天気

年の地上天気

年の地上天気

年の地上天気

年の地上天気

年の地上天気

る。

図 『 天気図 年集

図 『 天気図５年集

図 『 年天気図集

図 『 年天気図集

図 『 年天気図集

図 『 年天気図集

成』

成』

成』

成』

成』

成』

年の地上天気

年の地上天気

年の地上天気図 『

年 気象庁ホームペ

． 年最大風速および年最大

図 『気象年鑑 年

図 『気象年鑑 年

気象年鑑 年版』（気象業務

ージ『日々の天気図』

瞬間風速のうち台風に起因す

版』（大蔵省印刷局発行）

版』（財務省印刷局発行）

支援センター発行）

る頻度

た

は

間

と

年最大風速と年最大瞬間風速

か否（非台風）かの判定結果

年最大風速については、 年

％である。すなわち、年間

風速が台風通過時に発現した

ほぼ半数であり、最大風速よ

次に、現象別に平均値を求め

について、年最大値の起日、

を表１に示す。

中 年が台風通過時に発現し

の最大風速の半数あまりは台

のは、 年中 年であり、図

りも７％少ない。

ると、最大風速については、

風速、風向、および台風通過

ており、図２ に示すように

風の影響で発現している。一

２ に示すように、比率が

台風時が 、非台風

時に発現し

、その比率

方、最大瞬

％（図２）

時が

こ

度

大

とほとんど差がない。また、

ちらもほとんど差がない。こ

の平均風速や 程度の瞬

最大風速と最大瞬間風速の両

風速は台風通過時に発現した

年、 年および 年の

最大瞬間風速については、台

れは、京都においては、台

間風速が毎年吹くことを意味

方とも気象庁ホームページか

が年最大瞬間風速は台風以

４年のみである。これらの年

風時が 、非台風時が

風以外の気象擾乱でも平均し

している。

ら資料が得られる 年間にお

外の気象擾乱で発現した年は

で、年最大瞬間風速の起日は

と

て 程

いて、年最

、 年、

、 年６

月

時

は

で

９日、 年７月 日、

）を図３に示す。これらの天

日本海にある低気圧（中心気

ある。しかし、 年の場合

年９月 日、および 年

気図によると、 年と

圧 ）に向かって吹く

は太平洋高気圧の圏内にあり

２月８日であり、そのときの

年の場合は寒冷前線通過時前

強い南よりの風のさいに記録

、京都市では午後に雷雨が発

天気図（９

後、 年

されたもの

生している。
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図２ 年最大風速および年最大瞬間風速の成因別比率

年６月９日９時 年７月 日９時

図３ 年最大風速

年９月 日９時

は台風時に発現したが、年最

年

大瞬間風速は非台風時であっ

２月８日９時

た４年の年最大瞬間風速
発現日の地
『

上天気図、出典 『
年天気図集成』、 『気

天気図５年集成』、 『
象年鑑 年版』

年天気図集成』、
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こ

ま

図４ 京都産業大
年９

の日の京都産業大学における

た、この後 の

学における風向（上）、風速
月 日、 年２月８日

風速の記録によると、最大瞬

分間に の降雨と約

（下、単位 ）の記録、

間風速は （

の気温下降を記録してい

）にすぎず、

る。したが

っ

た

学

ら

突

ま

と

て、京都地方気象台の最大瞬

突風が記録されたものである

における瞬間風向と風速の自

に変化し、その直後に

風は寒冷前線が通過したこと

り、 時 分に最大瞬間風速

んど変わらず、風向が南西

間風速 はスケール

と推測される。 年と

記記録を図４に示す。

最大瞬間風速 を記録

によるものである。一方、

を記録している。

西の強風が吹いており、日本

の小さい雷雨の通過により局

年の年最大瞬間風速発現日の

年の場合、 時 分ころに風

している。このような急激な

年の場合、 時ころから南

しかし、その後 時ころまで

海低気圧に伴う強風の特徴を

地的に吹い

京都産業大

向が か

風向変化と

西の風が強

、風速がほ

示している。

風

示

間

． 年最大日降水量、年最大

調査に対象とした 年間にお

速と同様にして、この降雨が

す。台風通過時に発現した比

降水量が９％である。この値

１時間降水量、および年最大

ける日降水量、１時間降水量

台風通過時に発現したものか

率は、年最大日降水量が ％

は、最大風速や最大瞬間風速

分間降水量のうち台風に起

、 分間降水量の年最大値を

どうかを調べてみた。その比

、年最大１時間降水量 ％、

に比べて である。

因する頻度

表３に示す。

率を図４に

年最大 分

これは、台

風

来

日

よりも通過頻度がはるかに大

日降水量の最大値は 年９

年 月までの 年間で

の に次いで３番目

きい低気圧や前線による大雨

月 日の であり、

は、 年８月 日の

に高い記録である（気象庁

が年最大値となる年が多いた

これは京都地方気象台開設

（台風 号襲来時）、

ホームページによる）。この

めである。

年１月以

年６月

大雨は台風
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表４ 京都地方気
は台風時

から引用。

降水量

象
に

最

単位

台で観測
発現、

大日降水
起日
月 日

年
年
年

された日降水量、
は台風時以外に発

量
区別 降水

１
現

最
量

時間降水
したもの

大１時間降
起日
月 日

量および 分間降
を意味する。観測

水量
区別 降水

水
値

最
量

量の年最
は気象庁

大 分間
起日
月 日

大値、区別の
ホームページ

降水量
区別

年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年

平均値 台風
非台風
比率（％）

台風
非台風
比率（％

台風

）
その他
比率（％）
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図５ 最大日降水量、 年最大１時間降水量、 年最大 分間降水量の成因別比率

図６ 台風 号の経路

図７ 年９月 日 時（右図）と 日 時（左図）の地上天気図、『気象 』より転載。
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図８ 台風 号襲来時の降水量の
５日間の総降水量、『気象年鑑

分布、 年９月 日 時
年版』より転載。

日 時までの

図９

号に伴って降

で転向して東進し

時に高知県宿毛市

京都市における 年９月
観測値は気象庁ホームペー

ったもので、その経路を図６

、 日 時 分ころ長崎市付

付近で温帯低気圧となり、四

日 日の１時間降水量の
ジから引用。

に示す。饒村（ ）による

近に上陸して九州中部を横断

国と紀伊半島の南岸を東進し

時間変化、

と、この台風は東シナ海

、勢力が弱まって 日

た。また、この台風によ

る被害は 府県で

ると、京都市にお

一方、大阪市では

花脊峠では

発生し、死者・行方不明は

ける日降水量は、宮崎市の

、奈良市では

、長岡京市では と

名であった。気象庁編『気象

（ 日）に次いで２

に過ぎなかった。また、

京都市と同じ日降水量が観測

要覧昭和 年９月』によ

番目に高い値であった。

近隣のアメダス観測点の

されたが、京都府園部町



で

京都市

は にすぎなかった。

この大雨は、図７に示した天

における強風と大雨の起因となる

気図に見られるように、

気象擾乱について

日は停滞していた前線が台風の接近と

と

に

都

間

記

もに活発化して降雨があり、

よる降雨があったのである。

市では で、近畿地方

変化を図９に示す。これから

日の１日間に降っている。

日おいて、降雨は 時から

録している。これから約１時

さらに引き続いて 日には、

図８に示した 日から 日ま

では最も多い。京都市におけ

明らかなように、５日間の降

時までほとんど降り続いて

間後の 時における静止気象

台風およびこれから変わった

での５日間の総降水量の分布

る 日から 日までの１時間

水量 のうちのほとん

いたが、 時が最も多く

衛星ひまわり可視画像を図

温帯低気圧

によると京

降水量の時

ど大部分は

、 を

に示す。萩

原

る

降

の

し

（ ）によると、台風から

と、京都市付近に団塊状の積

らせたものと推測される。

１時間降水量の最大値は、

である。この日の天

、前線が南下したため、北陸

変わった低気圧の中心は画像

乱雲が存在し、この雲が京

年８月 日の で

気図を図 に示す。松本（

地方以西の日本海側で１時

の白矢印の位置にある。この

都市において 時に

ある。 分間降水量の最大値

）によると、日本海を低

間に の雷雨があっ

図をよく見

の豪雨を

も、この日

気圧が東進

たとのこと

で

い

た

ま

市

ある。京都市およびその周辺

ては、 時に 、

。一方、花脊峠では 時

時の の降雨を除いて

での 時間においては、京都

では 、京都府田辺町

の観測点における１時間降水

時に 、０ １時

の を除いて他の時間

他の時間帯では 以下

市 、花脊峠

（現在は京田辺市）では

量の時間変化を図 に示す。

に と短時間に集中した

帯では 以下であり、園

であった。また、 日 時か

であったが、園部町では

、大阪市では にすぎな

京都市にお

降雨があっ

部町では

ら 時 時

、長岡京

かった。ア

図 静止気象衛星ひ
像、 年９月
原（ ）によ

まわり可視画
日 時、萩

る画像の一部。

図 年８月 日 時の
気図、『気象 』よ

地上天
り引用。



京都市における強風と大雨の起因となる気象擾乱について

図 年８月
データは気

日 時 日 時における
象庁ホームページから引用。

京都市および周辺観測点の１時間降水量の時間変化、

図 アメダス観測点における 年８月
」（

日の２日間降水量、
）より引用。

背景の白地図は「白地図



メ

雨

京都市

ダス観測点における 日

帯は、京都市付近を西端とし

における強風と大雨の起因となる

の２日間の降水量を図 に示

て、滋賀県、三重県北部、岐

気象擾乱について

す。この図によると、

阜県南部、愛知県北部へと東

以上の降

方に延びて

い

降

い

っ

ル

た。

なお、１時間降水量第２位記

水量分布、レーダーエコーの

る。これによると下層では湿

た。また、降雨セルは六甲山

の幅は 程度であり、激

録の 年 月 日の

動き、衛星雲画像、高層天気

潤空気、中層では乾燥空気の

付近で発生し、東進し、京都

しい降雨は京都市内だけに限

については、東・藤井

図、高層観測資料などを用い

流入があり、対流不安定の成

市付近に達して急激に発達し

られたものであった。

（ ）が、

て解析して

層状態にあ

た。降雨セ

で

の

強

京都地方気象台における約

のうち、いずれも９件は台風

１件は低気圧（大陸旋風）に

風によるものであった。

また、 年以降 年間にお

．おわりに

年間の記録によると、日最大

時に観測されたものであった

よるもので、最大瞬間風速は

ける最大風速と最大瞬間風速

風速および日最大瞬間風速の

。一方、非台風時に観測され

日本海を通過した低気圧に向

の年最大値については、約半

上位 位ま

た最大風速

かって吹く

数が台風通

過

過

間

が

に

方

時に発現している。これは、

時に発現したのに比べると頻

の平均では 個であるが、

少なくない。すなわち、京都

他の気象擾乱による強風が年

一方、降雨の年最大値につい

が年最大値となる頻度が高い

気象台開設以来記録された上

度が少ない。日本本土へ上陸

このうち九州や関東に上陸し

市という場所を特定すると、

最大風速となる年が約半数あ

ては、台風よりもむしろ低気

。

位 位の最大風速は 件中９

する台風の個数は、

、京都市が台風の強風域に入

台風の強風域が通過せず、低

ることを意味している。

圧や前線など他の気象擾乱に

件が台風通

年の 年

らない場合

気圧のよう

よる大雨の

前

の

ま

さ

これらの結果から、京都市に

線、季節風あるいは雷雨など

なお、本研究の一部は、科学

自然と生活文化に関する調査

た、本研究おける解析に使用

らに、図 の背景の白地図は

おける強風や大雨による災害

小規模な現象を対象としなけ

研究費補助金基盤研究 「バ

およびその展開」（研究代表

した地上気象観測資料の一部

、インターネットを通して

に対する対策は台風だけでな

ればならない。

イオリージョナリズムに基礎

者 勝矢淳雄）の助成を受け

は、気象庁ホームページから

入手した を使用し

く、低気圧、

をおく京都

て実施した。

引用した。

た。これら

に対して厚く感謝の意を表した
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